
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平和台だより

 

 

11 月 14 日は、国連が 2006 年に認定した「世界糖尿病デー」です。 

1921 年に糖尿病治療に必要なインスリンを発見したフレデリック・バンティング博士の誕生日。 

シンボルカラーのブルーは、国連色とどこまでも拡がる青空の色から採用されました。 

2006 年 12 月 20 日、国連総会において糖尿病の脅威に関する決議が採択され、公式な国連デー 

となりました。 

 

世界糖尿病デーのキャンペーンには、青い丸をモチーフとした 

「ブルーサークル」が用いられます。 

国連やどこまでも続く空を表す「ブルー」と団結を表す「輪」 

をデザインし、“Unite for Diabetes”（糖尿病との闘いのため 

に団結せよ）というキャッチフレーズとともに、世界中で糖尿病 

抑制に向けたキャンペーンを推進しています。 

 

当院でもブルーにライトアップを行いました。 



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


